
1

特
集
　
電
源
地
域
の
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー

福
井
県
敦
賀
市
は
、
県
中
央
に
位

置
す
る
人
口
六
万
八
千
人
の
県
下
第

二
の
都
市
で
す
。
市
の
北
側
は
日
本

海
に
面
し
貿
易
拠
点
と
し
て
栄
え
た

敦
賀
港
、
陸
路
で
は
日
本
三
関
の
一

つ
の
愛
発
あ
ら
ち

の
関
な
ど
、
古
く
か
ら
海

陸
交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

明
治
三
十
二
年
に
は
、
開
港
場

（
外
国
貿
易
港
）
の
指
定
を
受
け
、

同
三
十
五
年
に
は
敦
賀
と
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
（
ロ
シ
ア
）
間
の
直
通
航
路

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
戦
後
も
、
韓

国
や
ロ
シ
ア
と
の
定
期
航
路
を
は
じ

め
、
日
本
海
側
の
交
流
拠
点
と
し
て

発
展
し
ま
し
た
。

ま
た
、
近
代
以
降
、
重
要
港
湾
を

要
す
る
立
地
を
生
か
し
、
企
業
誘
致

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
セ

メ
ン
ト
、
紡
績
の
町
と
し
て
発
展
し

ま
し
た
。

昭
和
三
十
七
年
に
日
本
原
子
力
発

電
株
式
会
社
か
ら
福
井
県
に
対
し
て
、

敦
賀
半
島
を
原
子
力
発
電
所
の
候
補

地
と
し
て
調
査
す
る
こ
と
に
つ
い
て

協
力
依
頼
が
な
さ
れ
、
県
か
ら
敦
賀

市
へ
立
地
調
査
の
申
し
入
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
候
補
地
と
な
っ
た
立
石
・

浦
底
・
色
浜
地
区
に
お
け
る
地
質
調

査
な
ど
を
経
て
、
敦
賀
市
議
会
で
の

原
子
力
発
電
所
誘
致
が
決
議
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
後
、
昭
和
四
十
一
年
に

建
設
工
事
が
着
工
、
四
十
五
年
に
１

号
機
が
営
業
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
て
い

た
万
国
博
覧
会
会
場
に
も
送
電
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
二
年

に
は
２
号
機
が
営
業
運
転
を
始
め
て

い
ま
す
。
敦
賀
半
島
で
は
、
そ
の
後

も
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
の

「
ふ
げ
ん
」
が
昭
和
五
十
四
年
に
運

転
を
開
始
、
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ

ゅ
」
が
平
成
六
年
に
初
臨
界
と
な
る

な
ど
、
敦
賀
市
は
原
子
力
発
電
の
立

地
に
関
し
て
、
常
に
わ
が
国
の
先
進

的
な
役
割
を
果
た
し
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
、
科
学
技
術
政
策
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
地
元
産
業
界
が
中
心

と
な
っ
て
、
原
子
力
発
電
所
の
高
度

な
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
た
産
業

活
性
化
と
発
電
所
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

務
へ
の
地
元
企
業
の
参
入
に
向
け
た

取
り
組
み
が
産
官
学
の
協
力
で
全
国

で
も
先
進
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
あ
る

敦
賀
港
が
築
い
た

敦
賀
市

敦
賀
原
子
力
発
電
所

１
号
機
が

営
業
運
転
を
開
始

◎福井県敦賀市
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昭
和
四
十
五
年
三
月
、
日
本
原
子

力
発
電
㈱
敦
賀
原
子
力
発
電
所
１
号

機
が
営
業
運
転
を
開
始
。
以
来
、
約

三
十
年
に
わ
た
り
、
茨
城
県
東
海
村

と
並
ん
で
わ
が
国
原
子
力
発
電
の
先

進
的
存
在
と
し
て
歩
ん
で
き
た
敦
賀

市
を
訪
ね
、
地
域
産
業
の
育
成
に
つ

い
て
、
商
工
振
興
課
長
の
宮
本
照
孝

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
　
敦
賀
市
の
主
要
デ
ー
タ
か
ら
推
測
し

ま
す
と
、
人
口
（
特
に
就
労
人
口
）

は
堅
調
に
増
加
、
工
業
出
荷
額
も
安

定
し
て
推
移
し
て
い
ま
す
。
近
年
、

産
官
学
の
連
携
に
よ
る
原
子
力
発
電

関
連
技
術
・
研
究
成
果
の
地
元
移
転

や
地
元
企
業
の
発
電
所
定
期
検
査
業

務
へ
の
参
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ

の
背
景
を
教
え
て
下
さ
い
。

宮
本
課
長
―

敦
賀
市
は
日
本
の
ヘ

ソ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
日
本
地
図
上
、

ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
重

要
港
湾
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

戦
前
か
ら
京
阪
神
地
方
の
日
本
海
側

に
お
け
る
物
流
拠
点
で
あ
り
、
工
業

で
は
紡
績
が
盛
ん
で
し
た
。
い
わ
ば
、

港
湾
と
紡
績
に
支
え
ら
れ
た
都
市
と

い
え
ま
す
。
港
湾
に
つ
い
て
は
整
備

が
進
み
、
取
り
扱
い
貨
物
量
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は
輸
入

の
増
加
に
対
し
、
地
元
か
ら
輸
出
で

き
る
も
の
が
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
せ
っ
か
く
港
湾
が
整
備
さ
れ
て

も
、
地
元
産
業
が
こ
れ
を
活
用
す
る

力
が
な
い
と
、
本
来
の
地
元
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

地
元
工
業
の
中
心
だ
っ
た
紡
績
も
、

近
年
出
荷
額
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

従
来
の
基
盤
産
業
だ
け
に
頼
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。

―
　
そ
こ
で
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
を

生
か
し
た
工
業
振
興
策
が
重
要
と
な

っ
て
く
る
わ
け
で
す
ね
。
原
子
力
発

電
技
術
に
よ
る
地
域
振
興
と
い
い
ま

す
と
、
新
製
品
の
開
発
や
既
存
製
品

の
改
良
に
役
立
つ
技
術
を
研
究
・
開

発
す
る
分
野
と
定
期
検
査
業
務
に
参

入
す
る
分
野
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

宮
本
課
長
―

原
子
力
発
電
所
の
高

度
な
技
術
を
少
し
で
も
地
元
産
業
に

取
り
入
れ
、
競
争
力
の
高
い
製
品
を

開
発
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
内
容
は
発
電
所
の
仕
事
に
限
定
さ

れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
海
産

物
の
加
工
技
術
に
応
用
で
き
る
技
術

な
ど
研
究
成
果
は
広
い
分
野
に
及
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
地

元
企
業
と
日
本
原
子
力
発
電
㈱
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
及
び
福
井

大
学
等
か
ら
な
る
産
官
学
が
連
携
し
、

敦
賀
商
工
会
議
所
が
発
足
さ
せ
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業
化
研
究
会
」

が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
敦
賀
商
工
会
議
所
で
は
地

元
企
業
が
発
電
所
の
定
期
検
査
に
参

入
す
る
た
め
の
技
術
力
習
得
を
目
的

と
し
て
、
全
国
で
初
め
て
「
技
術
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業
化
研
究
会
の
参

加
企
業
を
巡
回
訪
問
し
、
現
場
で
技

術
者
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
元
企
業
の
受
注
を
促
進
す

る
た
め
に
「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関

連
企
業
協
議
会
」
を
設
置
し
、
地
元

企
業
の
優
先
的
受
注
活
動
の
推
進
、

発
注
者
及
び
元
請
企
業
と
の
折
衝
、

受
注
懇
談
会
・
説
明
会
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

―
　
原
子
力
発
電
所
の
立
地
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
技
術
移
転
を
促
進
す
る
ア
イ

デ
ア
は
、
ど
こ
か
ら
発
案
さ
れ
た
の

で
す
か
。

宮
本
課
長
―

こ
れ
ら
は
地
元
事
業

者
か
ら
の
自
発
的
な
盛
り
上
が
り
か

ら
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
敦
賀
市
は
、

水
産
練
製
品
、
海
藻
加
工
品
の
他
に

は
こ
れ
と
い
っ
た
特
定
業
種
の
地
場

産
業
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。

長
引
く
不
況
の
中
で
敦
賀
市
の
生
き

て
い
く
方
向
を
考
え
ま
す
と
、
や
は

り
原
子
力
発
電
技
術
を
活
用
す
る
の

が
一
番
い
い
と
い
う
こ
と
に
地
元
企

業
者
が
自
ら
気
付
い
た
の
で
す
ね
。

原
子
力
発
電
所
の
誘
致
か
ら
三
十
年
、

や
っ
と
原
子
力
発
電
技
術
を
活
用
し

た
地
元
企
業
の
技
術
力
向
上
こ
そ
が

重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
始
め
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
敦
賀
市
に
は
敦

賀
港
と
い
う
長
い
歴
史
を
持
っ
た
重

要
港
湾
も
あ
り
、
港
湾
を
活
用
し
た

振
興
も
重
要
で
す
が
、
紡
績
業
が
衰

退
し
た
今
、
原
子
力
発
電
所
が
中
心

と
な
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
が
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。

―
　
商
業
で
は
、
第
一
の
課
題
は
市
内
中

心
部
の
空
洞
化
対
策
で
す
ね
。
賑
わ

い
の
創
出
や
商
店
主
の
高
齢
化
対
策

も
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す

が
。

宮
本
課
長
―

敦
賀
市
で
は
「
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
組
織
し
、

協
議
会
の
基
本
方
針
と
し
て
、「
市

民
を
主
体
と
し
た
ソ
フ
ト
事
業
の
整

備
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
商
店

街
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
過
性
で
小
規
模

な
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、
市
で
は

若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
応

募
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
案
を
募
集

し
、
市
民
自
ら
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
金
銭
的
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
協
議
会
で
は
、「
長
期
的
・

継
続
的
に
人
を
集
め
る
方
法
は
な
い

か
」を
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し

て
買
物
客
に
対
し
て
は
リ
ピ
ー
タ
ー

を
増
や
す
目
的
で
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

の
導
入
を
検
討
中
で
す
。

ま
た
、
商
業
者
に
対
し
て
は
、
地

元
の
Ｒ
Ｃ
Ｎ
と
い
う
加
入
率
が
ほ
ぼ

一
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
社
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
使
用
し
た
ネ
ッ
ト

に
よ
る
支
援
の
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。現

在
、
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
て
商
業

者
が
メ
ー
カ
ー
か
ら
新
製
品
情
報
を

入
手
し
た
り
、
商
業
者
か
ら
市
民
へ

売
り
出
し
情
報
を
配
信
す
る
な
ど
提

供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

敦
賀
市
は
、
電
線
の
地
中
化
や
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
化
な
ど
、
ハ
ー
ド
整

備
は
既
に
終
了
し
、
今
後
は
無
理
の

な
い
ソ
フ
ト
中
心
の
振
興
策
を
展
開

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
何
と
い
っ
て
も
、
買
物
客
を

つ
な
ぎ
留
め
る
の
は
、
商
店
街
の
一

宮本 照孝さんみやもと
てるたか

敦賀市商工振興課　課長

前川 勉さんまえかわ
つとむ

敦賀市商工振興課　課長補佐

細川 謙司さんほそかわ
けんじ

敦賀市商工振興課　商業振興係長

軒
一
軒
が
消
費
者
の
購
買
意
欲
を
そ

そ
る
商
品
を
継
続
し
て
提
供
で
き
る

か
と
い
う
点
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
商
店
街
の
後
継
者
を
育

成
し
、
郊
外
店
と
は
異
な
る
商
店
街

な
ら
で
は
の
良
さ
を
活
か
し
競
争
力

の
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
エ
リ
ア
を
創

り
出
す
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
敦
賀
市
は
戦
災
復
興
に
よ
っ

て
、
他
の
都
市
に
類
を
見
な
い
幅
の

広
い
道
路
が
市
の
中
心
部
を
縦
横
に

整
備
さ
れ
て
お
り
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
込
ん
だ
中
心
部
商
業

地
域
の
活
性
化
に
大
き
な
期
待
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

原子力技術の地元移転による
新技術の開発・定期検査業務への参入で

地元工業界の活性化を図る

基
盤
産
業
の
落
ち
込
み
が

契
機
と
な
っ
た
原
子
力
技

術
の
地
元
移
転

原
子
力
技
術
移
転
に
よ
る

産
業
振
興
は
地
元
事
業
者

の
発
案

ソ
フ
ト
事
業
を
整
備
し
て

中
心
部
商
店
街
の
活
性
化

を
図
る

新
技
術
の
研
究
開
発
と
発

電
所
定
期
検
査
業
務
へ
の

参
入

ハード整備が終了した中心部市街地
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ス
テ
ム
、
他
業
種
を
含
め
た
他
の
出

入
り
業
者
な
ど
、
プ
ラ
ン
ト
全
体
に

関
す
る
情
報
提
供
に
対
す
る
要
望
が

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
元
企
業

は
プ
ラ
ン
ト
内
部
の
こ
と
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
の
で
何
を
作
れ
ば
受
注
で

き
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
情

報
を
提
供
し
て
、
地
元
企
業
の
開
発

意
欲
を
起
こ
さ
せ
る
の
も
技
術
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
仕
事
で
す
。
将
来

的
に
は
、
業
種
を
超
え
て
地
元
企
業

が
一
体
と
な
っ
て
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
夢
で
す
。

―
　
共
同
研
究
と
、
発
電
所
の
仕
事
を
受

注
す
る
こ
と
が
直
接
結
び
つ
い
て
い

な
い
よ
う
で
す
が
、
企
業
側
の
反
応

は
い
か
が
で
す
か
。

河
井
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
―
　
現
在

の
研
究
テ
ー
マ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

技
術
で
あ
れ
ば
門
戸
を
広
く
開
放
し
、

そ
の
成
果
が
発
電
所
業
務
の
受
注
に

結
び
付
く
も
の
だ
け
に
は
限
定
し
て

い
ま
せ
ん
。
テ
ー
マ
選
定
に
当
た
っ

て
は
、
地
元
企
業
の
皆
さ
ん
か
ら
希

望
の
多
い
も
の
で
、
し
か
も
取
り
組

み
や
す
い
も
の
を
取
り
あ
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
の
原
子
力
関
連

敦
賀
商
工
会
議
所
は
、「
め
ざ
せ

仕
事
創
り
」
と
銘
打
っ
て
、
平
成
十

二
年
四
月
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業

化
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
産
官
学
の
協
力
に
よ
っ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技
術
を
応
用
し
て

新
た
な
分
野
に
進
出
す
る
な
ど
、
地

元
企
業
の
起
業
化
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。
新
技
術
を
習
得
し
て
製
品
開

発
を
行
っ
た
り
、
新
た
な
分
野
で
事

業
を
軌
道
に
乗
せ
た
り
す
る
ま
で
に

は
、
各
企
業
の
粘
り
強
い
取
り
組
み

と
、
支
援
す
る
側
の
長
期
に
わ
た
る

指
導
・
助
成
が
不
可
欠
で
す
。
折
し

も
長
期
化
す
る
不
況
の
た
め
、
中
小

の
企
業
が
起
業
化
を
断
念
し
脱
落
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
各
社
の
経
営

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
適
切
な
指

導
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
商
工
会
議
所
の
重

点
事
業
の
一
つ
に
「
原
子
力
発
電
所

増
設
計
画
の
促
進
と
地
元
受
注
の
拡

大
」
を
掲
げ
て
「
大
型
関
連
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
協
議
会
」
を
発
足
し
、
敦
賀

原
子
力
発
電
所
３
・
４
号
機
増
設
に

伴
う
地
元
企
業
の
受
注
拡
大
を
図
る

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
受
注

獲
得
の
条
件
と
し
て
、
各
企
業
が
発

電
所
建
設
・
保
守
業
務
を
行
う
た
め

に
必
要
な
技
術
力
を
保
有
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

建
設
時
か
ら
参
入
す
る
こ
と
で
、
そ

の
後
の
保
守
業
務
の
受
注
獲
得
に
お

い
て
も
機
器
取
り
扱
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を

既
に
取
得
し
て
い
る
点
で
他
社
に
比

べ
大
変
有
利
に
な
り
ま
す
か
ら
、
建

設
開
始
以
前
に
必
要
な
技
術
を
習
得

し
、
建
設
工
事
の
企
業
グ
ル
ー
プ
の

一
員
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今

後
、
短
期
間
で
よ
り
多
く
の
技
術
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
将
来
の
安
定
し

た
受
注
獲
得
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

必
要
な
技
術
習
得
を
各
企
業
の
努
力

だ
け
に
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
参
入

希
望
企
業
全
体
の
技
術
力
を
組
織
的

に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
、
す

で
に
そ
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

す
。
加
え
て
課
題
の
一
つ
と
し
て
、

定
期
検
査
業
務
の
閑
散
期
対
策
が
あ

り
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
は
主
に
夏

場
に
定
期
検
査
の
閑
散
期
を
迎
え
ま

す
か
ら
、
地
元
で
仕
事
の
な
い
こ
の

時
期
に
は
、
全
国
の
原
子
力
発
電
所

の
中
で
仕
事
の
あ
る
所
へ
地
元
か
ら

出
向
い
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
地
元
企
業
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
事
情
で
こ
の
時
期
に
遠
く

離
れ
た
発
電
所
に
多
数
の
従
業
員
を

出
向
さ
せ
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
と
こ

ろ
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
産
官

学
の
共
同
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
時

期
に
に
取
り
組
め
る
事
業
を
起
こ
す

研
究
も
、
こ
の
課
題
解
決
の
一
助
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
商
工
会
議
所
職
員
の

伊
藤
さ
ん
と
、
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
日
本
原
子
力
発
電
㈱
か

ら
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業
化
研
究

会
」
に
出
向
さ
れ
て
い
る
河
井
さ
ん

に
技
術
指
導
の
状
況
を
中
心
に
伺
い

ま
し
た
。

―
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技
術
を
地
元
企
業

へ
移
転
さ
せ
る
た
め
の
敦
賀
商
工
会

議
所
の
先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業
化
研
究
会
」

に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

河
井
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
―

こ

の
研
究
会
は
平
成
十
二
年
四
月
に
発

足
、
当
初
八
十
六
の
会
員
企
業
が
参

加
し
、「
全
体
会
」
と
「
四
グ
ル
ー

プ
（
プ
ラ
ン
ト
関
係
・
総
合
的
建

設
・
有
効
活
用
・
情
報
そ
の
他
）」

に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
プ
ラ
ン
ト
関
係
で
は
技
術
コ

独
自
の
取
り
組
み
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
技
術
の
地
元
企
業
へ
の
移
転

を
推
進
し
着
実
な
成
果
を
実
現

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
原
子
力
発

電
所
の
電
気
・
機
械
・
計
測
制
御
設

備
の
し
く
み
や
品
質
管
理
に
つ
い
て

の
講
義
や
視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
日
本
原
子
力
発
電

㈱
と
の
技
術
交
流
会
」
で
公
募
さ
れ

た
五
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に
対
し
て
県

内
よ
り
三
十
五
件
の
応
募
が
あ
り
、

有
効
活
用
グ
ル
ー
プ
の
提
案
で
あ
る

「
ク
ラ
ゲ
流
入
防
止
対
策
」
が
採
択

さ
れ
、
二
年
間
の
共
同
研
究
開
発
の

後
、
除
去
装
置
の
実
験
に
成
功
、
実

用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
は
保
有

す
る
約
千
五
百
件
の
特
許
を
共
同
研

究
開
発
を
行
う
地
元
企
業
に
還
元
す

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

総
合
的
建
設
グ
ル
ー
プ
は
「
高
性
能

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
技
術
の
開

発
」
に
関
し
て
福
井
大
学
と
共
同
研

究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

全
国
に
先
駆
け
た
「
技
術
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
制
度
」
も
こ
の
研
究
会

の
中
で
設
置
さ
れ
、
現
在
、
日
本
原

子
力
発
電
㈱
か
ら
一
名
と
㈱
原
子
力

発
電
訓
練
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
名
の
計

二
名
が
担
当
し
、
地
元
中
小
企
業
へ

の
巡
回
指
導
（
年
間
約
九
十
回
）
や

集
合
研
修
（
年
間
約
四
十
回
）
を
実

施
し
な
が
ら
、
地
元
企
業
の
技
術
力

ア
ッ
プ
や
開
発
か
ら
起
業
化
ま
で
一

貫
し
て
支
援
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

旺
盛
な
企
業
づ
く
り
を
促
進
さ
せ
る

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。
会
員

企
業
は
、
建
設
、
配
管
、
機
械
な
ど

多
種
多
様
で
す
が
、
個
々
の
技
術
力

は
高
い
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

制
度
は
そ
の
四
分
の
三
が
市
の
負
担

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
藤
商
工
会
議
所
職
員
―
　
こ
の
ほ
か
、

情
報
そ
の
他
グ
ル
ー
プ
で
は
、
全
六

回
の
「
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
研
究

会
」
を
開
催
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

技
術
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
修
得

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

「
も
ん
じ
ゅ
に
お
け
る
情
報
処
理
の

活
用
」
な
ど
Ｉ
Ｔ
関
連
の
講
習
も
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技

術
と
直
接
関
係
の
な
い
テ
ー
マ
で
あ

っ
て
も
地
元
企
業
の
基
礎
的
な
技
術

力
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

―
　
全
国
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
技
術

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
対
し
て
、
実

際
、
地
元
企
業
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
か
。

河
井
技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
―

原

子
力
発
電
所
に
限
り
ま
す
と
、
設
備

内
容
な
ど
プ
ラ
ン
ト
内
の
工
程
や
シ

技
術
を
活
用
し
て
、
福
井
の
特
産
品

で
あ
る
「
へ
し
こ
（
サ
バ
の
ぬ
か
漬

け
）」
の
熟
成
期
間
を
短
縮
化
す
る

研
究
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

原
子
力
技
術
を
地
元
企
業
の
技
術
開

発
に
応
用
し
新
製
品
開
発
に
結
び
付

け
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

共
同
研
究
の
成
功
の
鍵
を
握
る
の

は
、
優
秀
な
社
員
を
本
業
か
ら
は
ず

し
、
研
究
に
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
る

地
元
企
業
の
経
営
上
の
負
担
を
ど
の

よ
う
に
軽
減
す
る
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
小
規
模
な
地
元
工
業
者
に
と
っ

て
は
、
こ
の
点
が
一
番
の
ネ
ッ
ク
と

な
り
ま
す
の
で
、
長
引
く
不
況
下
に

お
い
て
、
こ
の
支
援
策
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
発
電
所
業
務
の

受
注
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
は
、

別
の
組
織
で
あ
る
「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
関
連
企
業
協
議
会
」
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
元
企
業
の

受
注
を
促
進
す
る
た
め
、
受
注
懇
談

会
・
説
明
会
の
実
施
や
発
注
者
及
び

元
請
企
業
と
の
折
衝
、
ま
た
技
術
力

向
上
の
た
め
の
相
談
受
け
付
け
な
ど

包
括
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
敦

賀
原
子
力
発
電
所
の
増
設
を
視
野
に

入
れ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
商
工
会
議
所
会
員
の
う

ち
約
八
百
社
が
登
録
し
受
注
に
向
け

て
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
起
業
化

研
究
会
が
発
足
年
度
よ
り

実
績
を
あ
げ
る

技
術
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

へ
の
要
望
は
発
電
所
プ
ラ

ン
ト
全
体
に
関
す
る
情
報

提
供

原
子
力
発
電
所
の
関
連
業

務
か
ら
地
元
特
産
品
の
開

発
ま
で

伊藤 敬一さんいとう
けいいち

敦賀商工会議所
中小企業相談所経営指導員

河井 鴻志さんかわい
こうじ

敦賀商工会議所
技術コーディネーター
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わ
が
国
の
原
子
力
発
電
技
術
は
、

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
高
い
技
術
水
準
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
電
気
事
業
者
、
プ
ラ

ン
ト
メ
ー
カ
ー
の
み
な
ら
ず
、
建
設

か
ら
保
守
点
検
業
務
に
携
わ
る
す
べ

て
の
企
業
が
技
術
革
新
を
進
め
る
よ

う
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
汎
用
技
術
で
あ
る
静

電
浄
油
装
置
を
原
子
力
発
電
所
で
利

用
で
き
る
よ
う
改
良
を
加
え
、
電
力

会
社
の
厳
し
い
安
全
基
準
と
国
の
安

全
評
価
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
定
期
検

査
業
務
に
参
入
を
果
た
し
た
企
業
の

努
力
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
敦
賀
市
に
本
社
を
置
き
、

平
成
七
年
に
タ
ー
ビ
ン
潤
滑
油
の
静

電
浄
油
装
置
を
開
発
し
た
株
式
会
社

プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
ス
の
山
岸
社
長
に

お
話
を
伺
い
し
ま
し
た
。

―

原
子
力
発
電
所
の
定
期
検
査
業
務
に

新
技
術
を
売
り
込
み
新
規
参
入
す
る

に
は
、
従
来
を
上
回
る
技
術
で
あ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
性
に
関
し

て
も
厳
し
い
審
査
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
ご
苦
労
が
あ

り
ま
し
た
か
。
御
社
で
開
発
さ
れ
た

「
静
電
浄
油
装
置
」
に
つ
い
て
、
革

新
性
と
安
全
性
を
実
現
さ
れ
た
経
緯

を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

山
岸
社
長
―

ま
ず
、
技
術
面
で
の

特
徴
で
す
が
、
通
常
の
フ
ィ
ル
タ
ー

に
よ
る
浄
油
は
、
油
を
、
メ
ッ
シ
ュ

の
所
を
通
過
さ
せ
て
濾
過
し
て
い
く

方
式
で
す
が
、
こ
の
静
電
浄
油
は
ゴ

ミ
の
電
気
的
性
質
を
利
用
し
て
電
気

の
力
で
除
去
す
る
方
式
で
す
。
こ
の

方
式
は
ゴ
ミ
の
分
子
の
大
き
さ
に
関

係
な
く
除
去
で
き
る
点
が
革
新
的
な

の
で
す
。
メ
ッ
シ
ュ
か
ら
漏
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
十

程
度
の
ス
ラ
ッ
ジ

と
呼
ば
れ
る
酸
化
生
成
物
も
除
去
で

き
ま
す
。

次
に
、
安
全
性
は
、
消
防
法
の
防

爆
仕
様
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
浄
油

装
置
で
防
爆
構
造
を
採
っ
て
い
る
の
は

我
が
社
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
と
も
と
、
静
電
浄
油
技
術
は
㈱

ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
工
業（
本
社
・
東
京

都
品
川
区
）さ
ん
が
特
許
を
取
ら
れ

た
も
の
で
す
。「
こ
の
技
術
は
絶
対
も

の
に
な
る
」と
の
先
代
で
あ
る
父
の

直
感
で
、
平
成
六
年
ご
ろ
か
ら
開
発

を
始
め
、
技
術
提
携
を
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
発
電
プ

ラ
ン
ト
で
利
用
す
る
た
め
の
ス
ペ
ッ

ク
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
防
爆
仕
様
に
適
合
さ
せ
て
発
電

プ
ラ
ン
ト
に
利
用
で
き
る
も
の
を
開

発
し
た
の
で
す
。

―

そ
の
よ
う
に
優
れ
た
機
器
で
あ
っ
て

も
、
実
際
に
発
電
プ
ラ
ン
ト
に
採
用

さ
れ
る
た
め
に
は
、
安
全
性
に
対
し

て
よ
り
大
き
な
信
用
を
獲
得
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

ミ
ク

ロ
ン

山
岸
社
長
―

確
か
に
発
電
プ
ラ
ン
ト

の
安
全
性
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
一
般

の
工
業
用
の
も
の
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
高
い
で
す
。
こ
の
た
め
に
、

消
防
庁
の
外
郭
団
体
で
あ
る
危
険
物

保
安
技
術
協
会
（
Ｋ
Ｈ
Ｋ
）
に
持
ち

込
み
ま
し
た
。
信
用
あ
る
第
三
者
機

関
に
評
価
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

第
一
歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
消
防
法
と
い
う
法
的
規

制
を
ク
リ
ア
す
る
の
は
、電
力
会
社
に

持
ち
込
む
た
め
の
、い
わ
ば
必
要
最
低

限
の
条
件
で
あ
り
、こ
れ
と
は
別
に
電

力
会
社
の
社
内
審
査
に
合
格
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
は
、一
般
の

産
業
と
は
全
く
別
次
元
の
厳
し
い
も

の
で
す
。特
に
、申
請
書
類
を
作
成
す

る
の
が
難
し
い
わ
け
で
す
。私
ど
も
の

よ
う
に
人
手
の
足
り
な
い
企
業
に
は

大
変
な
作
業
で
す
。し
か
し
、莫
大
な

技
術
資
料
を
作
成
す
る
過
程
で
、安
全

性
・
信
頼
性
に
つ
い
て
本
当
に
十
分
確

認
さ
れ
た
製
品
で
あ
る
の
か
、弱
い
と

こ
ろ
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
鮮
明

に
分
か
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。で
す
か

ら
技
術
資
料
を
電
力
会
社
の
仕
様
に

合
わ
せ
て
作
成
す
る
能
力
そ
の
も
の

が
技
術
力
と
い
え
る
の
で
す
。

―

そ
う
す
る
と
、
高
い
技
術
力
を
持
っ

て
い
て
も
、
人
手
不
足
等
で
申
請
書

類
の
作
成
が
困
難
な
中
小
企
業
に
と

独
自
技
術
の
新
製
品
が
厳
し
い
審

査
に
合
格
、
発
電
所
の
定
期
検
査

に
参
入
を
果
た
す

っ
て
は
、
敦
賀
商
工
会
議
所
が
設
立

し
た
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
が
有

効
に
活
用
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。

山
岸
社
長
―

そ
う
で
す
ね
。
私
共
は

全
て
自
分
で
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
作

成
作
業
の
と
こ
ろ
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
さ
ん
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ

け
た
ら
非
常
に
助
か
っ
た
な
と
思
い

ま
す
。
技
術
開
発
力
は
あ
る
の
に
申

請
書
類
の
作
成
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
企
業
が
敦
賀
に
も
あ
る
と
思
う
の

で
す
よ
。
こ
れ
が
本
来
の
技
術
ア
ド
バ

イ
ス
の
姿
だ
と
思
い
ま
す
。

―

次
に
、
営
業
活
動
を
さ
れ
る
際
に
、

ど
の
よ
う
な
点
を
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
に

し
て
い
ま
す
か
。

山
岸
社
長
―

ま
ず
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
と
環
境
保
全
に
役
立
つ
装
置
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
原
子
力
発
電
所
で

す
と
十
万

と
い
う
膨
大
な
潤
滑
油

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
廃

棄
し
て
引
き
取
ら
れ
た
後
、
ほ
と
ん

ど
が
焼
却
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、「
潤
滑
油
を
き
れ
い
に
し
て

長
持
ち
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ゴ
ミ
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
こ
と
で
、
経
費
削
減
と
環
境
保
全

に
絡
め
て
営
業
し
て
い
く
、
こ
れ
が

営
業
の
第
一
歩
で
す
。

次
に
、
期
間
を
定
め
て
定
期
検
査

を
行
う
と
い
う
タ
イ
ム
・
ベ
ー
ス

ド
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
Ｔ
Ｂ
Ｍ
）
か

ら
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
見
て
開
放

点
検
す
る
か
決
定
す
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
・
ベ
ー
ス
ド
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス（
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）

へ
の
移
行
に
有
効
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
潤
滑
油
は
機
械
の
血

液
で
す
か
ら
、
常
に
ク
リ
ー
ン

に
保
ち
、
機
械
の
信
頼
性
を

上
げ
る
事
が
、
発
電
コ
ス
ト

の
低
減
に
つ
な
が
る
わ
け
で

す
。私

共
メ
ー
カ
ー
は
、
自
社

製
品
を
ま
ず
使
っ
て
い
た
だ

く
の
が
第
一
歩
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
話
を
聞
い
て
い
た

だ
く
、
す
な
わ
ち
営
業
活
動

リ
ッ

ト
ル

を
専
門
に
行
う
組
織
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
に
㈱
プ
ラ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
営
業
会
社
を
設
立

し
て
全
国
の
電
力
会
社
さ
ん
へ
足
繁

く
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の
保
守
点

検
業
務
は
元
請
企
業
を
頭
と
す
る
体

制
が
組
ま
れ
て
い
て
、
私
共
は
こ
の

元
請
企
業
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て

仕
事
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か
ら
、

い
つ
も
グ
ル
ー
プ
全
体
の
信
頼
向
上

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
関
西
電
力
㈱
さ
ん
の
元
請
を

さ
れ
て
い
る
、
関
電
興
業
㈱
（
本

社
・
大
阪
市
）
さ
ん
か
ら
も
、
原
子

力
発
電
所
の
仕
事
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
私
共
の
技
術
へ
の
評
価
が
、

元
請
企
業
さ
ん
の
評
価
へ
と
つ
な
が

る
わ
け
で
す
か
ら
、
常
に
全
力
を
も

っ
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
私

共
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
信
用
を
元

に
、
全
国
の
発
電
所
や
他
の
業
種
で

の
営
業
展
開
を
進
め
て
い
ま
す
。

―

定
期
検
査
に
参
入
で
き
た
と
し
て
も

ベ
ー
ス
電
源
を
担
う
原
子
力
発
電
所

は
特
に
需
要
が
ピ
ー
ク
と
な
る
夏
場

は
定
期
検
査
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

こ
の
時
期
は
仕
事
が
少
な
く
な
り
ま

す
。
定
期
検
査
の
閑
散
期
を
い
か
に

活
動
す
る
か
、
こ
の
対
策
も
必
要
と

考
え
ま
す
が
。

山
岸
社
長
―

こ
の
技
術
は
日
本
全

国
ど
の
発
電
所
に
も
通
用
し
ま
す
か

ら
、
地
元
発
電
所
の
定
期
検
査
閑
散

期
で
も
仕
事
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
全
国
の
発
電
所
を
回

っ
て
い
る
と
必
ず
何
か
し
ら
自
分
た

ち
が
お
役
に
立
て
る
仕
事
は
見
つ
か

る
も
の
で
す
。
た
だ
、
一
つ
の
電
力

会
社
さ
ん
で
安
全
審
査
に
合
格
し
て

も
、
他
の
電
力
会
社
さ
ん
で
は
ま
た

最
初
か
ら
申
請
し
て
審
査
し
て
い
た

だ
か
な
い
と
仕
事
が
い
た
だ
け
ま
せ

ん
の
で
、
も
し
同
じ
よ
う
な
内
容
の

審
査
で
あ
れ
ば
、
少
し
で
も
よ
い
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
も
評
価
に
加

味
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
な
と
思
う

と
き
が
あ
り
ま
す
。

―

将
来
の
目
標
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

山
岸
社
長
―

「
独
自
技
術
を
持
っ

た
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
べ
き
」
と
い
う

先
代
の
教
え
を
受
け
継
い
で
い
ま
す

か
ら
、
独
自
の
技
術
を
持
っ
て
新
し

い
所
へ
参
入
し
て
い
く
方
が
競
争
が

少
な
く
努
力
は
報
わ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
小
さ
く
て
も
い
い
か
ら
、
製
品

と
い
う
ハ
ー
ド
も
、
現
場
作
業
と
い

う
ソ
フ
ト
も
、
幅
広
く
提
供
で
き
る

会
社
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山岸 久人さんやまぎし
ひさと

株式会社プラント テクノス
代表取締役

他
業
種
よ
り
も
厳
し
い
安

全
審
査

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

に
期
待

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
環
境
保

全
で
製
品
Ｐ
Ｒ

独
自
技
術
で
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
メ
ー
カ
ー
に

独自の技術で開発した静電浄油装置の前に立つ山岸社長

元
請
グ
ル
ー
プ
全
体

の
信
用
獲
得
に
尽
力
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若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
世
界

に
誇
れ
る
先
端
的
な
研
究
開
発
を
実

施
し
、
そ
の
成
果
を
地
域
産
業
に
波

及
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
施
設
で

す
。
平
成
十
年
十
一
月
に
開
業
し
、

平
成
十
二
年
七
月
に
は
研
究
セ
ン
タ

ー
を
特
徴
付
け
る
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン

（
加
速
器
）
の
運
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
放
射
線
研
究

棟
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
装
置
を
備
え

た
一
般
研
究
棟
、
そ
し
て
国
際
会
議

を
開
催
で
き
る
ホ
ー
ル
や
科
学
体
験

コ
ー
ナ
ー
か
ら
な
る
交
流
棟
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
、
県
農
業
試
験
場
等
と
の

農
作
物
品
種
改
良
や
、
大
学
と
の
金

属
加
工
の
共
同
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
福
井
・
敦
賀
両
商
工
会
議

所
の
産
業
育
成
に
関
す
る
研
究
会
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
イ

オ
ン
ビ
ー
ム
を
活
用
し
て
植
物
の
品

種
改
良
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

イ
オ
ン
ビ
ー
ム
を
照
射
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
種
子
や
花
粉
な
ど
の
細
胞

や
遺
伝
子
に
変
化
を
与
え
、
新
し
い

タ
イ
プ
の
品
種
を
生
み
出
そ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
気
候
の
変
化
に
強
い

品
種
、
害
虫
に
強
く
、
多
く
の
種
子

や
実
を
つ
け
る
品
種
な
ど
、
地
域
の

農
業
生
産
に
役
立
つ
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

イ
オ
ン
ビ
ー
ム
は
、

新
材
料
の
創
出
に

役
立
ち
ま
す
。
金

属
な
ど
の
照
射
対

象
物
に
イ
オ
ン
ビ
ー

ム
を
当
て
る
と
、
薄

膜
を
作
っ
た
り
新
し

い
性
質
を
持
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の

特
性
を
活
用
し
て
、
地
域
産
業
へ
の

応
用
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
チ
タ
ン
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

合
金
に
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
を
放
射
し
て
、

耐
久
性
の
高
い
メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
を

作
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
軽

量
で
傷
が
付
き
に
く
い
加
工
を
実
現

す
れ
ば
、
県
内
の
地
場
産
業
で
あ
る

メ
ガ
ネ
フ
レ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
、

宝
飾
品
、
食
器
な
ど
に
も
応
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ

ー
で
は
、
多
目
的
加
速
器
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
装
置
を
活
用
し

て
、
陽
子
線
に
よ
る
最
先
端
の
ガ
ン

治
療
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

陽
子
線
治
療
は
、
放
射
線
治
療
の

一
種
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
放
射
線

治
療
と
は
大
き
く

異
な
っ
て
い
ま
す
。

従
来
の
Ｘ
線
な
ど

に
よ
る
放
射
線
治

療
で
は
、
体
内
部

の
病
巣
に
到
達
す

る
ま
で
に
、
Ｘ
線

は
弱
め
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
体
の

表
面
部
分
に
強
い

Ｘ
線
が
当
た
っ
て

し
ま
い
、
健
康
な

細
胞
ま
で
が
放
射
線
の
影
響
を
強
く

受
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
陽
子
線
で
は
、
体
の
内

部
に
入
っ
て
病
巣
部
分
に
合
わ
せ
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
く
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
陽
子
線
治
療
は
病
巣
部
分

に
陽
子
線
を
集
中
的
に
当
て
る
こ
と

が
可
能
で
あ
り
、
副
作
用
が
少
な
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。
特
に
肺
ガ
ン
、

肝
臓
ガ
ン
な
ど
に
対
し
て
、
有
効
な

治
療
効
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

陽
子
線
に
よ
る
治
療
は
、
世
界
的

に
も
施
設
が
極
め
て
少
な
く
、
ま
た

若
狭
湾
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

を
含
め
て
も
日
本
に
は
四
つ
の
施
設

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
最
先
端
の
施
設

が
敦
賀
市
に
あ
る
わ
け
で
す
。
二
十

一
世
紀
中
の
ガ
ン
撲
滅
に
向
け
て
、

こ
れ
か
ら
の
本
施
設
で
の
研
究
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

敦賀市

発電所概要
敦賀原子力発電所（日本原子力発電）

所在地／福井県敦賀市

●1号　出力／ 35．7万キロワット（原子力） 運転開始／昭和45年3月

●2号　出力／116．0万キロワット（原子力） 運転開始／昭和62年2月

敦賀市の原子力の歩み小史
昭和４０年 １号機電源開発調整審議会で承認（第39回）

昭和４１年 １号機着工

昭和４５年 １号機営業運転開始

昭和５３年 ２号機電源開発調整審議会で承認（第77回）

昭和５７年 ２号機着工

昭和６２年 ２号機営業運転開始

人口と世帯数の推移

一般会計の推移

財政力指数の推移

敦賀市の事業所数と
製造品出荷額等の推移

出典：国勢調査データより

■問い合わせ先／敦賀市商工振興課　電話0770－21－1111
敦賀市ホームページ　http://www.ton21.ne.jp/
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まちづくり

トピックス

イ
オ
ン

ビ
ー
ム
に
よ
る

新
加
工
技
術
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特
集
　
電
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サポートします

電源地域の�
サクセス・ストーリー�

特集�

原
子
力
発
電
所
の
関
連
工
事
を
二
千

百
を
数
え
る
商
工
会
議
所
の
会
員
企

業
に
で
き
る
だ
け
受
注
獲
得
を
果
た

し
て
も
ら
お
う
と
「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
関
連
企
業
協
議
会
」
を
作
り
ま

し
た
。
現
在
八
百
五
十
社
ほ
ど
が
登

録
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
十
九
の

部
会
に
分
け
て
、
入
っ
て
き
た
発
注

情
報
は
部
会
を
通
じ
て
会
員
企
業
に

流
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
中
心
市
街
地
活
性
化
と
総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、

駅
前
の
旧
市
街
地
の
活
性
化
の
た
め

に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
導
入
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
近
い
う
ち
に
Ｔ
Ｍ
Ｏ

（
タ
ウ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ガ

ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
も
設
立
さ
れ
る
予

定
で
す
。

「
地
元
企
業
の
国
際
化
支
援
と
敦
賀

港
の
建
設
促
進
」
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
三
年
に
敦
賀
港
の
外
国
コ
ン
テ

ナ
年
間
取
扱
量
が
、
平
成
二
年
の
取

り
扱
い
開
始
以
来
初
め
て
一
万
個
を

超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
韓
国
・
釜

山
便
が
週
二
便
か
ら
三
便
に
増
便
さ

れ
た
こ
と
や
中
国
経
済
が
好
調
な
こ

と
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
輸
出
量
を
増
や
し
て
片
荷
状

態
の
是
正
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
す
。

「
Ｉ
Ｔ
高
度
情
報
化
社
会
へ
対
応
し

た
地
元
企
業
の
情
報
化
支
援
」
に
つ

プランナー

平
成
十
九
年
に
創
立
百
周
年
を
迎

え
る
敦
賀
商
工
会
議
所
が
新
体
制
で

取
り
組
む
重
点
事
業
十
項
目
に
つ
い

て
、
専
務
理
事
の
中
村
秀
男
さ
ん
に

ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
村
専
務
理
事
―

新
体
制
と
な
っ
た

敦
賀
商
工
会
議
所
が
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
重
点
事
業
は
、
下
の
表

に
示
す
十
の
項
目
で
す
。

ま
ず
、「
経
済
危
機
に
対
処
し
た
景

気
浮
揚
策
等
の
迅
速
・
的
確
な
政
策

提
言
活
動
の
展
開
」
と
「
地
元
企
業

の
創
業
・
経
営
革
新
と
産
業
構
造
転

換
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

商
工
会
議
所
は
意
見
を
提
言
す
る
機

関
で
す
か
ら
、
こ
の
経
済
危
機
を
何

と
し
て
も
乗
り
切
る
た
め
に
、
地
元

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
、
創
業
、

経
営
革
新
、
新
し
い
産
業
構
造
転
換

に
対
す
る
中
小
企
業
相
談
所
や
中
小

企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

指
導
事
業
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

「
Ｊ
Ｒ
北
陸
線
の
直
流
化
や
敦
賀
駅

舎
の
改
築
促
進
」
に
つ
い
て
は
、
五

年
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
北
陸
線
の

直
流
化
に
よ
っ
て
電
車
が
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
伴
い
敦
賀
か
ら

京
都
や
神
戸
に
人
が
出
て
行
く
よ
う

な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
広
域
の
十

四
の
商
工
会
議
所
・
商
工
会
を
一
つ

に
し
て
共
同
で
検
討
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
原
子
力
発
電
所
増
設
計
画
の
促
進

と
地
元
受
注
の
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、

敦
賀
商
工
会
議
所
が
新
体
制
で
取

り
組
む
重
点
事
業

中村 秀男さんなかむら
ひでお

敦賀商工会議所 専務理事

1．経済危機に対処した景気浮揚策等、迅速・的確な政策提言

活動の展開

2．地元企業の創業・経営革新と産業構造転換への支援

3．ＪＲ直流化、北陸新幹線、近畿自動車道敦賀線の早期実現

のための広域連携事業の推進とＪＲ敦賀駅舎の改築促進

4．原子力発電所増設計画の促進と地元受注の拡大

5．中心市街地活性化と総合的なまちづくりの推進

6．地元企業の国際化支援と敦賀港の建設促進

7．ＩＴ高度情報化社会へ対応した地元企業の情報化支援

8．産学官連携による新産業・新技術の創出

9．当所創立100周年に向けた準備委員会の設置

10．部会再編成等、当所組織、財政・運営基盤の充実

商工会議所が取り組む重点事業10項目

11

い
て
は
、
敷
設
さ
れ
た
光
ケ
ー
ブ
ル

を
生
か
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
支

援
で
す
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
加
入
率
は
ほ

ぼ
一
○
○
％
で
す
か
ら
、
七
万
人
の

市
民
、
二
万
六
千
世
帯
が
世
界
に
向

け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る
イ

ン
フ
ラ
が
整
い
ま
し
た
。

最
後
に
「
産
官
学
連
携
に
よ
る
新

産
業
・
新
技
術
の
創
出
」
に
つ
い
て

は
、
産
官
学
連
携
に
よ
る
原
子
力
発

電
技
術
を
応
用
し
た
新
産
業
・
新
技

術
の
創
出
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
日

本
原
子
力
発
電
（株）
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
開
発
機
構
、
福
井
大
学
、
福
井
短

期
大
学
な
ど
の
協
力
を
得
て
着
実
に

成
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。


